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～一緒に楽しく踊りませんか～
●日時／毎週金曜日　13:00～15:00
●場所／働く婦人の家（あしたば白石）

I n t e r n a t i o n a l  C o r n e r

リサの

マイ
サークル

健康レクダンス
１93

　働く婦人の家（あしたば白石）
　025-5095

　今年で８年目のレクダンスサークルで

す。レクダンスは健康維持のためのダンス

です。上手に踊るのが目的ではありません。

音楽に合わせて身体を動かし、心も身体も

健康で、はつらつとした人生を送れること

が、私たちの願いです。

　一つの曲をきっちりマスターするのでは

なく、ゆったりした曲、テンポの速い曲、

リズムも、マンボありチャチャチャあり、

演歌でも踊ります。時々はフォークダンス、

カントリーダンスも取り入れています。先

生の説明と動きをまねして自分の動ける範

囲で踊ります。覚える必要はありません。

　運動不足が気掛かりな方、私たちのサー

クルをのぞいてみませんか。

　基本は「無理なく楽しく」です。女性は

もちろん、男性の方も仲間入りしませんか。

まずは見学から。皆さんのおいでをお待ち

しています。
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市 内 イ ベ ン ト 掲 示 板 （5月1日～6月5日）〈　　＝花火打ち上げ〉

※そのほかのイベント情報などの詳細については、市のホームページをご覧ください。

開催日 時間 イベント名 場所 有・無料 問い合わせ先 備考

～5月21日（月） 9:00～
17:00　 柴田長吉郎コレクション展PART3 弥治郎こけし村 入村無料 弥治郎こけし村

☎26-3993 20頁掲載

～5月  6日（日） 9:00～
17:00　 端午の節句展 武家屋敷

「旧小関家」
大人200円、
高校生以下100円
※P20の無料券持参の方は無料

博物館建設準備室
☎22-1343 20頁掲載

～5月  5日（祝） 9:00～
16:00　 日本サクラソウ展 白石城

大手門前展示場 見学無料 白石城管理事務所
☎24-3030 20頁掲載

5月  3日（祝）
～5日（祝）

9:00～
17:00　

第49回全日本こけしコンクール
第14回白石市地場産品まつり ホワイトキューブ 入場無料 商工観光課

☎22-1321 　9:00

5月  3日（祝） 白石市民春まつり 市内中心部 無料 商工観光課
☎22-1321

　6:00
　11:00

5月13日（日） 9:00～
12:00　 第31回こどもまつり 中央公民館 参加無料 子ども家庭課

☎22-1363 29頁掲載

5月13日（日） 10:00～15:00　 碧水園茶会 碧水園 お茶券400円 古典芸能伝承の館☎25-7949 20頁掲載

5月16日（水） 9:30～
11:30　

短期リサイクル教室（全5回）
「古い傘からエコバックを作ろう」
※5月30日、6月6日・20日、7月4日にも開催

いきいきプラザ 参加無料（材料持参）
定員25名、申し込み必要

いきいきプラザ
☎22-1635 18頁掲載

5月19日（土） 10:00～11:30　
定期リサイクル教室
「ペットボトルから風車を作ろう」いきいきプラザ

参加無料（材料持参）
定員10名、申し込み必要

いきいきプラザ
☎22-1635 18頁掲載

5月22日（火）
～7月  9日（月）

9:00～
17:00　 第49回全日本こけしコンクール入賞作品展 弥治郎こけし村 入村無料 弥治郎こけし村

☎26-3993 20頁掲載

5月26日（土） 8:30～
12:00　 いきいきプラザフリーマーケット いきいきプラザ 入場無料

※出店希望者連絡必要
いきいきプラザ
☎22-1635 18頁掲載

5月27日（日） 南蔵王夏山開き
※宿泊者は26日鎌先温泉泊

白石スキー場～水引入道
～不忘山頂～白石スキー場

日帰り3,000円
※詳しくはお問い合わせください。

商工観光課
☎22-1321 29頁掲載

6月  1日（金）18:00～（17:30開場）アンドレ・ワッツ  ピアノリサイタル ホワイトキューブ
前売券5,000円
※全席指定、学生半額

ホワイトキューブ
☎22-1290
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不思議（？）・感動｛！｝・日本の文化 
日本は大好きです。素晴らしい国です。2年たった今でも珍しいことを学

びます。でもいつもそうとは限りません。時々文化や習慣がオーストラリア
と全然違うので、どっちの国が宇宙なのかな～と思うことがあります! 

「不思議な日本の文化点」 
１．日本人のごみの分別はどこの国に比べてもとっても複雑です（日本に
来たころ、コンビニのごみ箱の前に5分ぐらい困った顔でどの箱に入れた
らいいのかなーと立っていました）。そのように一生懸命環境のために活
動している国が、なぜ野菜やフルーツが一つひとつラッピングされて売
られているのかな？　それと一つか二つの食品でも、ビニール袋に入れ
てもらう。日本は一年に約250億本の割りばしを使い、日本人一人当た
り平均で200本の割りばしを使っています。日本の仏教や神道は、環境
やものを大切にする宗教です。日本の森や山はとってもきれいですが、
日本の海へ行くとごみが散らかり、がっかりしてしまうことがあります。  

２．あいさつは時々決まり文句で、自然な会話が難しい場合があります。
決まっている言葉や言い方が結構あって、個人的な家族や子どもたちの
ことはあまり話しません。西洋文化に比べると友達と親しくなるのに時
間がかかると思います。 

３．争いやけんかに出会うと知らないふりをする。先週、仙台のファミリー
レストランの中で2人の男性の殴り合いのけんかを見ました。周りに男性
や店長もいたけれども、全く無視して、けんかが落ち着いてから、心配
に思った人たちが「大丈夫か？」と急いで聞きに来ました。日本には「助
け合い」の文化がありますが、知らない人やちょっとでも恥をかく状況に
なるとあっちを向くことが多いです。 

＊ラーメン、そばやうどんは音を立てて食べるのは分かります。でも、スパ
ゲティも？（^^;）

「感動する日本の文化点」 
１．日本はいつも豪華な宴会や送別会を開きます。時 「々こんなぜいたく
なことをするべきかな？」と思ってしまうこともありますが、これが日本
の文化だと知りました。お葬式、結婚式、卒業式、どのような催しでも
特別な「モーメント」を作るためみんなが一生懸命、心を込めて開きます。

２．日本独特のチームワーク。去年、ディナーパーティを開くと外国人の
友達は「リサ、じゃあね～」と言って帰っていきました。何回も「いいよ、
いいよ！」と言っても、5人の日本人の女性は台所でお皿洗いや片付けま
で素晴らしいチームワークで、本当に信じられないぐらい早く片付きまし
た！　昔からの米文化の影響でしょうか、お互いに協力して手伝う習慣
が今でも残っています。

３．50代以上の日本の女性。何十年間もの子育てが終わると、今度はやっ
と自分の幸せや生きがいを求めます。自分の興味を広げ、意見や性格も
一般の日本人より強くなり、本当にこの女性たちは「すごいな！」と思い
ます。あと20年ぐらい過ぎて、トイレやバスに並んでいるときに、先にさっ
さっと前入られても笑って許されるね！　日本の女性、どんどん「パワー」
を持ち続けてね！ 
ほかには小学校の子どもたちの「元気さ」。一生、子どもたちの元気

さと明るさは印象に残ります。
＊無料でもらえるティッシュペーパー　（^_^）v
窓の外を見ると黄色い砂の空です。冬の青空の日は過ぎて、今はサクラ

を待っています。この前、花見の天気予報を間違ったリポーターがニュース
で謝っていました。日本人はサクラのことになると真剣になりますね。オー
ストラリアの天気予報はいつも間違っているので、こんなことはあり得な
い！　でも、やっぱり青いシートを敷いて、満開のサクラの下でお弁当を
食べながら友達と過ごすのは、美しい日本の文化の一つだと思います。 


